「ＴＨＥ　コンビニ　～仕事と家庭、今夜のご注文はどっち？～」

台　　　本

第７稿　　平成１５年９月２日

製作　球磨村青年団

「ＴＨＥ　コンビニ　～仕事と家庭、今夜のご注文はどっち？～」

■キャスト■

店長　－　＜まじめな正確で仕事熱心　この話で一番まともなはずだが…＞

妻　－　＜最近、夫の帰りが遅いのを浮気のせいだと勘違いしている＞

子供（名前：　あきら　）　－　人形　＜名前の由来は点数アップの願掛けだとか…なんの？＞

バイト１　男（名前：　淋　　）　－　＜普通のバイト青年　悩み多き年頃＞

バイト２　女（名前：　岩戸　）　－　＜普通じゃないバイト娘　年齢詐称疑惑有＞

強盗１　－　＜スナックに入り浸りの弟が積もらせた借金を返すために強盗を働く＞

強盗２　－　＜強盗１の弟　連日連夜の豪遊のため生きる　問題は自覚症状がないこと＞

警官１　－　＜いたってまじめな警察官の為、相棒の教育を任されている＞

警官２　－　＜湾岸署勤務　なんと！あの…＞

客　男　－　＜オヤジギャグとタバコが好きなお客さん（そのまま…汗）＞

客　女　－　＜かわい子ぶっているが、じつはヤクザの組長＞

カップル男　－　＜なぜか、彼女に浮気の容疑をかけられる＞

カップル女　－　＜彼氏が浮気を許せないが、実は自分も浮気をしている(約６名)＞

エキストラ１
エキストラ２
エキストラ３
立ち読みの男　－　＜立ち読み記録２８時間を持つ強もの　だって座れないから…＞

音響
照明
セット
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--------------------------------------暗転-------------------------------------------------------------------------------------

－　暗闇の中、夫婦喧嘩の声が響く

女の声　　「最近仕事、仕事って全然この子の面倒見てくれないじゃない！

　　　　　　だいたい！仕事って、ホントは浮気とかしてるんじゃないでしょうね！？

明日は『あきら』の誕生日なんだから、絶対早く帰ってきてよね！」

男の声　　「いや…多分明日も遅く…」（小さな声で）

女の声　　「はぁ？なに！？聞こえないんだけど？…とにかく、もし明日も遅かったら、子供を

つれて実家に帰るからね！わかってんの！？」

--------------------------------------ステージ全体に照明----------------------------------------------------------------

　－　コンビニ内の風景

　－　店にお客さんはいない

　－　店長とバイトが二人レジに並んで会話中

　－　現在午後５時

店長　　　「と言うわけ…。」

バイト１　「…大変ですね…。」

店長　　　「そうなのよ…だから今日こそは、早く帰らないと何されることやら…。」

バイト１　「そんなことなら、いいっすよ、店長あとは俺に任せてください。」

店長　　　「すまんね、でもそうは言ってもね、こんな時に限って代わりのバイトはいないし、

かと言って『　淋　』君一人に任せておく訳にもいかんしね…６時に交代が来るから、それまで待ってるよ。」

バイト１　「それで大丈夫ですか？」

店長　　　「６時過ぎには、ここを出れば大丈夫だろう？…たぶん」

　－　お客さんが入ってくる

　－　店長、バイト同時に

店長　　　「いらっしゃいませ！」

バイト１　「いらっしゃいませ！」

--------------------------------------暗転-------------------------------------------------------------------------------------

　－　時計を進める

　－　現在の時刻　５時５５分

　－　バイト１は店内を掃除中

　－　店内には立ち読み客男１人と女１人と、店内をうろつくエキストラ１

　

--------------------------------------ステージ全体に照明----------------------------------------------------------------

－　店長、時計を見上げいらいらしながら

店長　　　「バイト遅いな…なにやってるんだ？もうすぐ交代だぞ…まったく…」

　－　エキストラ１が店長のいるレジに来る

　－　店長明るく

店長　　　「いらっしゃいませ。」

　－　バーコードを通す

店長　　　「合計で５６０円になります。」

　－　エキストラ１　お金を出す

店長　　「ちょうどですね、ありがとうございました」

　－　エキストラ１　出て行く

　－　見送ったあと、時計を見上げて。

店長　　　「ほんと遅いな…もう来てもいい頃なんだけどね…。」

　－　店長　バイト１の方をみて

店長　　　「ちょっと！『　淋　』くん！バイトの『　岩戸　』さんに電話かけてくるから、レジ頼むよ。」

バイト１　「あっ！はい！わかりました。」

　－　店長　店の奥へ行き、履歴書綴りに書いてあるバイト２の携帯電話に電話をかける。

－　エキストラ２　店内へ入ってくる。

店長　　　「えーと、０９０－３５・・・・・・っと」

　－　店内で立ち読みしている、女の子の携帯電話が鳴る（変な着メロ）。

　－　女の子だるそうに電話を取る。

女の子　　「もしもしぃ」

店長　　　「あ…もしもし…『　岩戸　』さん？」

女の子　　「そうですけどぉ…」

－　バイト１　店内で立ち読みしている女の子に視線を送る

店長　　　「もうすぐバイトの時間なんだけど、間に合うように来れる？」

女の子　　「あぁい…努力します。」

店長　　　「努力って…今日早く家に帰らないといけないから、６時までには来てくれないと

困るんだけ…ど…。」

　－　会話の途中で電話を切る女の子

　－　ツーツーツー（電話が切れた時の効果音）

店長　　　「…なんなんだ、近頃の若い子は…まったく…。」

　－　店長　店の奥からレジへ帰ってくる。

　－　バイト１　店長に近づく

バイト１　「ちょっ…ちょっと店長…あれ…。」

　－　バイト１　立ち読みしている女の子を指さす

バイト１　「あの人『　岩戸　』さんじゃないですかねぇ？」

店長　　　「ん？」

　ー　女の子はしゃがんで本を読んでいる

　－　店長　女の子をじろじろ見ながら、近づいていく。

　－　女の子を後ろからそっとのぞき込む。

店長　　　「うっ…」

　－　店長少し後ろに後ずさりして

店長　　　「『　岩戸　』さんなんでここにいるわけ！」

女の子（バイト２と判明）「…」

　－　バイト２　店長を見つめながら、少し考えて

バイト２　「おっさんダレ？？…あ！もしかして…ナンパ？？それともストーカー？？

…いやっ！なにっ！？」（バイト２取り乱す）

－　周りのエキストラが何事かと２人を見る。店長、周りを気にしながら、

店長　　　「あっ、いやー…」

　－　バイト２、バイト１に走って近づく

　－　バイト２　店長を指さし泣きそうになりながら　バイト１に話しかける。

バイト２　「タスケテ！…あのおっさんちょっとやばくない！！？」

バイト１　「えっ？？おっおっさん？？いやいや…店長だけど…。」

バイト２　「ん？」

　－　バイト２　店長をじっと見つめる

　－　店長　バイト２へ近づく

バイト２　「…あっ！…ほんとだ…。店長！ご機嫌いかが？」

店長　　　「ハイご機嫌ナナメです…じゃないだろ！…まったく何やってんだか…。

　　　　　　だいたい、あんなとこでなにやってたんだ。」

バイト２　「いや、これには深い訳があるんです～。」

店長　　　「深い訳？どうせ、くだらない理由だろ。」

バイト２　「くだらないとは失敬な！

実はですね、さっきこの近くで財布を拾ったんですよ！で、その財布を交番に届け

たらそこにちょうど落とし主がいて、その落とし主がお礼をしたいと言ったものだ

から、そこで私はその人に『いやいや、善意で届けたものだからお礼は受け取れる

わけないじゃないですか！せっかく戻ってきたのだから、今度は落とさない様に注

意してくださいね』って説教をしたんですよ。

でも、その人がどうしてもお礼がしたいと言ったので、『じゃあしょうがない』とい

うことで、１万円受け取っちゃたんですよねぇ～。ハッハッハ…」

店長　　　「結局受け取ったんじゃねーかよっ！…ていうか、その話、全然関係ないだろ！」

バイト２　「そうなんです。ベツニどうでもいいんですけど！」

－　バイト２逆ギレ目に言う。店長後ずさり。

店長　　　「・・・・・・逆ギレ？」

バイト２　「今、世の中不景気でしょ？この店もいつつぶれてもおかしくないし

…だから、こんなボロコンビニの為の新しいサービスを寝る間を惜しんで考えてきたんです！！」

店長　　　「ボロコンビニで悪かったな！で、なんだよ、その新しいサービスって・・・」

バイト２　「えっと…今思いついたんですけど…」

店長　　　「今かよっ！寝る間も惜しんで考えてきたんじゃねーのかよ！」

－　バイト２無視して話を続ける。

バイト２　「逆ギレ店員サービス～っ！」

　－　店長顔を傾ける。

バイト２　「たとえば、店長がお客さんだとして…。」

　－　バイト２　店長を自分の前に移動させる。

バイト２　「こうやって、弁当をレジに持ってくるでしょ。その時に、んんっ（咳払い）

『コンビニで弁当なんか買ってんじゃねぇぇぇ～！自分で作った方が美味いし体に

も良いし、安上がりなんだよ～！そしてよ～食った後のパック、どうすんだよ！そ

こら辺に捨てるんじゃねーだろ～な！ちゃんと持ち帰って分別して出しやがれっ』

ってね。そしたら、お客様はこれからの自分の将来、強いては地球の将来まで考え

るでしょ。こんな斬新なサービス今まで見たこと無いでしょ？ねっ！」

店長　　　「はいはい、お疲れさま。お客様の将来を考えるより、自分の目の前の危ない将来

を考えてね～」

　－　店長がバイト２を店の奥に押しやる。

　－　エキストラ３登場

－　店長　レジに戻りながら…

店長　　　「なんで、あんなバイト採用したんだか…」

　－　エキストラ２がバイト１のレジへ

　－　バイト１　対応中

　－　エキストラ３がバイト１のレジへ並ぶ

　－　それを見た店長…急いでレジへ戻りエキストラ３へ向かって

店長　　　「あ、こちらのレジへどうぞ…。」

　－　レジ作業

店長　　　「５６０円になります。」

　－　エキストラ３　お金を出す。

店長　　　「ちょうどですね、ありがとうゴザイマシタ！」

　－　エキストラ３　商品を受け取り去っていく

　－　店長　エキストラ３を見送った後、バイト１店長を見て

バイト１　「店長も大変ですね。」

店長　　　「仕事だからね…しょうがないよ…。」

バイト１　「でも、その仕事をがんばりすぎると、家庭がおろそかになって、

奥さんにしかられる…。」

店長　　　「そう…。難しいよね…。」

　－　バイト２　が着替えから帰ってくる

バイト２　「美少女戦士！セーラームーン！月に代わってお仕置きよ！えいっ！」

店長　　　「わーやられたぁぁぁ～っておい、何に着替えてんだ。・・・エプロンかけるだけだろ！しっかりしてくれよ、もう。ちょっと『淋』くん（バイト１）、何かいってやってくれ！」

　
　―　バイト１怒って

　
バイト１　「そうですよ！！そうじゃないだろ！！！」

―　バイト１　が　バイト２に演技指導
バイト１　「じゃあ、一緒に…月に変わって…。」

　―　バイト１・２　一緒に
バイト１・２　「おしおきよ！！」

　―　店長すかさず

店長　　　「うわあああぁぁぁ。なにやってんだよ！まったく！『淋』くんまで…しっかりしてくれよ…。」

バイト１　「いや…すみません…つい見てられなくて…。」

店長　　　「それになんだその格好は！」

バイト２　「あっ、これは別のバイトの衣装だったぁぁぁ～ついみんなに見せたくって。

着替えてきま～す。」

－　バイト２店の奥に戻る。

店長　　　（バイト１に向かって）「あの子はいったい何のバイトをしてるんだ？」

バイト１　「さっ、さあ～？なんでしょう？？」

－　店長思い出したように時計を見上げながら

店長　　　「まったくもう、あーぁ、もうとっくに６時過ぎちゃったじゃないか…。」

バイト１　「あ！店長、もうイイっすよ。代わりのバイトも来たことだし、

あとは任せてください。」

店長　　　「あ、すまんね…じゃあオレも、着替えてくるわ。…急いで帰らないと…」

　－　店長が店の奥へ行こうとすると　客女　が店に駆け込んでくる

客女　　　「すみませ～ん！！」

　－　店長　客女の方に振り返る

店長　　　「はい！どうかしましたかぁ？？」

客女　　　「あのぉ～さっきこのお店に来たんですが、

忘れ物をしたみたいなんですよぉ～きゃは！」

店長　　　「え？？何をですか？？」

客女　　　「メガネです！！」

店長　　　「メガネぇ～？？…『　淋　』くんみた？？」

バイト１　「…いや…さっき掃除したときには…なかったですけど…」

店長　　　「とっ…とりあえず探してみます。」

客女　　　「ありがとうございます」

　－　店長　バイト１を見て

店長　　　「あ…一緒にお願い…。」

バイト１　「はい！」

　－　店内を探し回る３人

店長　　　「あの～どんな感じのヤツですか？？」

客女　　　「…えっと…レンズが楕円形で…。」

　ー　２人（店長・バイト１）ともに探しながら聞いている

客女　　　「ふちが赤くてぇ～・・・・・かわいいの！」

バイト１　「えぇ～っと…ほかに特徴は…？？」

客女　　　「うぅ～ん………あ！こんなの！」

　－　客女　探していたメガネを出す

客女　　　「あ！あった！！よかったー！お騒がせしました！きゃは！ばいば～い！」

　－　客女風のように去っていく

店長　　　「なに今の…」

バイト１　「さっ…さあ～？？」

　ー　店長　思い出したように

店長　　　「あ！いけない！！着替えないと！！」

　－　店長あわてて、店の奥に行こうとした時

　－　バイト２　が着替えて出てくる。

　－　バイト２　店長に向かって叫ぶ

バイト２　「てんちょぉ～！」

店長　　　「おっ！今度はちゃんと着替えてでてきたな。」

バイト２　「カラオケ行きません？」

店長　　　（すかさず）「いや、意味わかんない。」

　－　店長　バイト２　の手を引きながら。

店長　　　「もういいから、仕事しろ！」

バイト２　「はぁ～い。」

　－　店長　バイト１に向かって

店長　　　「じゃあ、帰る準備するから、後よろしくね。」

バイト１　「はい、わかりました。おつかれさまです！」

　－　店長　店の奥に引っ込み着替えを始める。

　－　店内では、客男がバイト２のレジへ

　－　客男　バイト２へ向かって

客男　　　「ごめん、ちょっとタバコもらえるかな？」

バイト２　「はい、何にしましょう？？」

客男　　　「マイルドセブンお願いね」

バイト２　「はい！おまちください！」

　－　バイト２　なぜかレジの下から「ウルトラマン」のフィギアを取り出す。

　－　バイト２　満面の笑顔で

バイト２　「こちらですね？」

客男　　　「…は？？いや、これナニ！？」

バイト２　「セブンです。」

客男　　　「…いやだから、これタバコじゃないよ。」

バイト２　「わかってますよ！ウルトラマンセブンです！温めますか？」

客男　　　「いや、だから！あれ！後ろにあるタ・バ・コ！！タバコ！」（客男　タバコを指差す。）

バイト２　「あっ！申し訳ありません…タバコもですね」

客男　　　「タバコも…じゃなくて、タバコだけでいいの！」

バイト２　「そうなんですか…」（残念そうに）

客男　　　「…」

　－　バイト２　バーコードを通す。

バイト２　「２５０円になります。」

客男　　　「はいはい、２５０万円ね…２５０ま・ん・え・ん！」（オヤジギャグ）

バイト２　「…２５０万円っ！！！」

　－　バイト２　突然キレル

　－　客男　の胸ぐらをつかみ。

バイト２　「いま２５０万円って言ったか！？

　　　　　　払えんのか？？払えるもんなら、払ってみやがれ！人を馬鹿にするのもいい加減に

　　　　　　しろよ！」

客男　　　「ちょちょ…ちょと！なんだ、客に向かってその態度は！おまえおかしいぞ！！

　　　　　　て…て…て…店長よべ！店長！」

　－　バイト１　バイト２を止めにはいる。

　－　店長　着替えの途中で何事かと、店内を覗き込む（半身裸？）

バイト１　「お客様、申し訳ありません…すみません…すみません…。」

客男　　　「なんだ…この店員は！まったく！いいから、店長をだせ！」

　－　店長　自分が半裸姿なので、一度自分の姿を確認し、服を着るために

　－　奥へもう一度戻ろうとするが…

　－　バイト２　が店長の姿に気付く

バイト２　「あっ！てんちょぉ～！」

　－　バイト２　店長に手を振る

　－　店長　しまった！と言う感じで、一度店の奥に着替えに行こうとする、

　－　バイト２　レジを出て

バイト２　「てんちょ～！」

　－　店長出てこない

　－　バイト２　なぜか怒って

バイト２　「てんちょぉぉぉ～！」

　－　店員室のドアを勢いよく開け、店長を両手で無理矢理ひっぱてくる。

　－　店長　裸のまま客男の下へ。

店長　　「誠に申し訳ありません…当店の教育不足で…。」

－　客男　半裸の店長をじろじろ見ながら

客男　　「…なんだ…この店は！店長まで変な格好で…。

　　　　　あぁぁ～！！もういい！二度と来るか！こんな店！」

　－　客男　怒って帰る

店長・バイト１（同時に）　　「…あ！…ちょっと…。」

バイト２（少し遅れて）　「…あの人、お金払ってませんよ…警察呼びます…。」

　－　店長・バイト１　バイト２を睨みつけて

店長　　　「だれのせいだと思ってるんだ…まったく…ちょっと来い！」

　－　店長　バイト１を見て

店長　　　「ごめん、ちょっとレジお願い。」

バイト１　「あっ！はい、わかりました。」

　－　店長　バイト２を引っ張って奥へいく。

　－　場面はステージ右の　店員室

　－　店長、半身裸のまま

店長　　　「まったく、お客様になんだ！あの態度は！」

バイト２　「…だって…２５０万円て…」

店長　　　「…本来なら、即刻クビだぞ！」

バイト２　「クビ…そんな…。」

店長　　　「わかったか！？」

バイト２（泣くふり）　「…グスン…はぁい…わかりました…グスン…」

店長　　　「…よし、わかったなら…。」

バイト２　「おとなしく辞めさせていただきます。」

店長　　　「えっ？」

バイト２　「私…私、このお店にとってお荷物なんですね…。

　　　　　いま気付きました…。ほんと、今までお世話になりました…。さようなら。」

店長　　　「あ…いや、気付いてもらうのはいいけど、今辞められたら…。」

　－　店長　時計をチェックし焦る

バイト２　「それでは、荷物をまとめさせて帰らせてもらいます…。」

店長　　　「おい、ちょっと…君がいないと、今日は交代が他に…まってくれ。」

　－　バイト２　荷物をまとめ始める。

　－　店員室のロッカールームへ引っ込む（客席から見えない）

　－　店長　もそれを追っていく。

　－　その頃、店内

　－　店長の奥さん『妻』が怒りながら子供を抱いてくる。

　－　妻　バイト１に向かって

妻　　　　「ちょっと！ここの店長を呼んで！」

バイト１　「…あっ…はい…どちら様でしょう…？？」

妻　　　　「私はここの店長の妻よ！」

　－　バイト１　はっ！として

バイト１　「…あっ…奥様で…お世話になっております…。」

妻　　　　「…あの人今日は早く帰ってくるって言ってたけどなかなか帰って

　　　　　　こないので、ちょっとガツン！と言ってやりにきたの！」

バイト１　「…あ…それがその…。」（どうしたらいいかわからずあたふたする）

妻　　　　「…なに！！！…はやく呼んでって言ってるでしょう！」

　－　その時、店の奥から声だけ聞こえてくる。

バイト２の声　「私ここのバイト辞めさせてもらいます！」

店長の声　　　「ちょ…ちょとまってくれよ！今日は君がいてくれないと困るんだよ！」

　－　バイト２荷物を持って　勢いよく店員室から飛び出てくる。

　－　それを追って　半裸の店長が飛び出しバイト２の腕をつかむ。

　－　すかさずバイト２

バイト２　「いやっ！離して！！私、店長に必要とされていなかったの！」

店長　　　「ちょ…ちょっと待ってくれよ！！」

バイト２　「私のこと遊びだったんでしょう！！」

店長　　　「いや…遊びなんかで、バイト雇うかよ…て言うか、遊びってなんだよ！」

バイト２　「え…ホントに…。」

店長　　　「そう…君がいないと困るんだよ！…今日だけは…。」

バイト２（感動して）「てんちょぉ…。」

　－　バイト２　店長に抱きつく。

　－　店長もバイト２を抱きとめる。

　－　バイト１　妻　一部始終を見ている

　－　妻　半裸の店長と抱きあっているバイト２を見て勘違い

妻　　　　「あんた…やっぱり…。」

　－　店長　奥さんに気付く

　－　そして、自分の今の状況にも気付く

　－　でも、まだ抱きついたまま固まっている。

店長　　　「…い、い、い、い、い、い、い、い、イヤ

こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、これは誤解で…。」

　－　バイト２　店長の胸に顔をすりすりしながら幸せそうに。

バイト２　「…てんちょぉ～…大好き…」

　－　店長　はっとして、バイト２から離れる。

　－　そのまま、奥さんの方をそっと見る

　－　奥さんすごい形相で睨んでいる。

　－　店長　そのまま固まる。

　－　バイト２　店長を見て

バイト２　「じゃあ、準備してくるね。」

　－　バイト２、時間の止まった店内で一人店内奥の部屋へ引っ込むが

　－　引っ込んだ後に、一度出てきて店長に一言。

バイト２　「店長。さっきはすごかったゾ。」

　－　バイト２　引っ込む

　－　店長　しまった…と言う顔

　－　妻　店長を睨みながら、詰め寄る。

妻　　　　「ちょっと！あなた！どういうこと！！」

店長　　　「いや、さっきのは…なにかの誤解でね…。」

妻　　　　「最近帰りが遅いと思ったら！やっぱり女がいたのね…！」

店長　　　「…いや、ホントに誤解だって…あの子はただのバイトで、接客態度に問題が

あったから奥で…」

妻　　　　「奥でナニ！？…まあ、その格好見ればだいたい想像はつくけど。」

店長　　　「え？」

　－　店長　自分の姿を改めて確認

店長　　　「いや、コレは…なんて説明したらいいのか…。」

妻　　　　「はいはい…。やっぱり、仕事、仕事っていいながら！男ってやっぱり。

　　　　　　わかりました！もういいです！」

　－　妻　帰ろうとする

　－　店長　引き止める

店長　　　「ちょっとまってくれよ…！

　　　　　　…お～い　『淋』くん！なんとかしてくれ。」

　－　バイト１　いきなり自分に振られ戸惑いながら

バイト１　「あ…いや、その…あ！」

　－　バイト１　レジから飛び出して、妻を制止

バイト１　「ちょっとまってください！奥さん！店長はですね、ホントに毎日毎日

　　　　　　一生懸命、お店の為に働いてるんですよ！

　　　　　　今日はたまたま、あんなことに…ほんと、残念です…。」

店長　　　「お～い、フォローになってないよ～」

妻　　　　「もういいわ！ちょっとどいて、離して！」

　－　妻、店長とバイト１の制止を振り切り店を出ようとする。

　－　その時、カップル登場　男が女に追われて出てくる。

カップル男「うわあぁぁぁぁ！」

カップル女「ちょっとまちなさいよぉ！さっき一緒に居た女ダレなの！？」

－　カップル店の中央付近

－　男逃げまどう

カップル男「いや…誤解だって…。」

カップル女「誤解！？じゃあなんで逃げんのよ！」

カップル男「…だから…」

カップル女「だからってなによ！！いいからこっち来なさいよ！！」

カップル男「うわ…っ…ちょちょ…ちょっとまってくれ！！」

カップル女「待たないわよ！

なに！昨日もその前の日も、やれ仕事だ、やれつき合いだ！とか言っといて、ホントはあの女と会ってたんでしょう！！？」

カップル男「だから、あの人は職場の同僚で…。」

カップル女「へぇ～職場の同僚と休みの日に手をつないで歩くんだ。」

　ー　カップル女　男に飛びかかる

　－　カップル男　それをかわして…

カップル男「うわっ！…だ、だ、だれか…。」

　－　そこに着替えから帰ってきた、バイト２登場

　－　それを見た　カップル男　バイト２の後ろに廻って

カップル男「ちょ、ちょっと助けてくれ！」

バイト２　「え…え？？」

　－　バイト２　状況が判らずとまどいながら、後ろの男をみる

　－　その後、前を見るとそこには　カップル女が怒りながら立っている

カップル女「ちょっと！あんた！そこどきなさいよ！」

　－　バイト２　また、後ろを振り返り、おびえている男を見て

－　男が危機的な状況だと気づく

カップル女「なんなのよ！早くどいてって言ってるでしょ！」

　ー　バイト２　男を助けようと両手を広げ　女をにらみつけて

バイト２　「私の彼になにするの！！」

　－　カップル男　え？としたような顔でバイト２を見る

　－　カップル女　バイト２に詰め寄り

カップル女「なに！？わたしの？

…ってちょっと、あんた！こんな女ともなんかあんの？…一体何人居んのよ！」

カップル男「い…いや、ちょちょと話ややこしくしてどうすんだよ！」

　ー　状況をみかねた店長がカップルのけんかを止めに入る

店長　　　「ちょっと！スミマセン…こんな所でけんかはよして下さい！」

　－　カップル女　店長を押しのけた後に店長を見る

カップル女「変態はだまってて！」

　－　店長　自分の姿を見て…

店長　　「へ…変態…」

　－　そのとき、店内に２人組みの強盗が押しかける。

強盗１　　「みんなその場を動くな！！手を上げろ！！」

－　強盗２　一緒に手を上げる

強盗１　　「お前じゃねえよ！！」

　－　強盗１が２をどつく

バイト１　「なんだ、あんたたちは…。」

強盗１　　「動くなって言ってんだろ！見ればわかるだろ！強盗だ！」

強盗２　　「だ」

　－　強盗１がチラッと強盗２を睨む。

　－　店内騒然

強盗１　　「おい！金を出せ！」

強盗２　　「出せ！！」

　

－　強盗１　バイト１を制止させる

店長　　　「わかった…ちょ、ちょっとまってくれ…」

－　強盗、半裸の店長を見て

強盗１　　「お前いろんな意味であぶないぞ！ここはコンビニじゃないのか！？」

店長　　　「いや、コレには訳が…。」

－　店長　周りを見渡しながら

店長　　　「…だれか、着る物ないか？？」

バイト２　「店長！ここにあります！」

－　エプロンを出し店長に渡す

－　店長エプロンを見ながら

店長　　　「…あ゛～しかたない！」

　－　店長　裸にエプロン…

　－　店長　自分の姿を確認

　－　そのとき　バイト２　が後ろからこっそり　店長にバニーガールの耳をつける

強盗１　　「なんか、ますます怪しいぞ…」

強盗２　　「兄貴！ここはオレに任せてください！」

　－　強盗２　現金を持って来たバッグから、エプロンとバニーガールの耳を取り出し

　　　裸になって店長と同じ格好に着替える

　－　強盗２　店長に抱きつく
　－　店内静まりかえる

－　強盗１　が　強盗２を叩いて引っ張ってくる

強盗１　　「とりあえずお前はこっちにこい！

まったくお前は何しにきたんだ！！」

強盗２　　「お前こそ何しに来たんだ？」

　－　強盗１少し考えて

強盗１　　「…あ！そうだ！！金を出せ！！はやくしろ！」

　－　バイト２　レジの下から　ウルトラマンセブンのフィギアを出すが

こんなときにギャグをやってる場合じゃないと無視される。

－　店長レジからお金をだし、強盗に渡す

店長　　　「金ならコレだけしか…。」

強盗１　　「たったこれだけか！？なめんじゃねえよ！」

バイト２　「わかりました！パンダスタンプもつけます！！」

　ー　強盗２　そっとパンダスタンプを受け取り微笑む。

　－　強盗１　強盗２の頭を叩く

強盗１　　「ちがうだろ！！なにやってんだ！」

　－　強盗１　カップル女を人質に取ろうと腕を引っ張る

強盗１　　「おい！おまえ！ちょっとこい！」

カップル女「いや！なに放して！！」

強盗１　　「うるせぇ！」

　－　そこへ、カップル男　女を助けに行く

カップル男「…やめろ！その人を放せ！」

強盗１　　「なんだ！てめぇ！」

　－　カップル男　強盗１に組み付くが、強盗１に殴り倒される

カップル男「うわっ！」

　－　カップル女　それを見て強盗１の腕をふりほどき倒れた男に抱きつく

-----------------------会場暗転　２人にスポットライト-------------------------------------------------------------

カップル女「大丈夫！！」

カップル男「う…う…うぅぅ…」

カップル女「しっかりしてよぉぉ！！！」

　－　強盗２　スポットライトに入ってきて、

抱きあうカップルをうらやましそうにのぞき込むように見る

　－　カップル女　それに気づき

カップル女「ちょっと！あんた！何見てんのよ！スケベ！あっちに行きなさいよ！しっしっ！」

　－　強盗２　泣きながらスポットの外へ出ていく（スポットのすぐ横）

　－　カップル男、カップル女の方を向く

カップル男「さっきはごめん。」

カップル女「ううん…あたしの方こそ…でも、さっきはすごくかっこよかったよ。

仲直りに今夜はハッスルしちゃう？」

カップル男「ちっ…（舌打ち）よーし！頑張っちゃおうかな～？」

二人で　　「ハッスル！ハッスル～！」

----------------------スポット解除　ステージ全体に照明-----------------------------------------------------------

　ー　カップル　はしゃぎながら店を出て行く
　－　バイト２　カップルを見送りながら

バイト２　「ナイスカッポー！」

　－　強盗２泣きながら強盗１のところへに戻ってくる

　－　強盗１　ウルトラマンのおもちゃで　強盗２　を泣きやませる

強盗１　　「よしよし！ほらおもちゃでちゅよ～！」

強盗２　　「うわ～い！あははははは…」

　－　強盗２喜ぶ

　－　強盗１いきなり真面目になって

強盗１　　「おい！おまえらのせいでこいつおかしくなっちまっただろ！！」

店長　　　「いやいや、どうみてももとから…」

強盗１　　「な、なんだとー！俺は怒ったぞ！ちくしょー！！」

－　強盗１　今度は店長の奥さんと子供を捕まえて、包丁を向ける

妻　　　　「いやっ！なによぉ！はなして！！」

強盗１　　「えーい！さっさとしやがれ！！でないと、この女と子供の命はないぞ！」

店長　　　「あ！！やめろ！その人は俺の妻なんだ！！

強盗１　　「ほう…おまえの妻か？なら、さっさとしやがれ！」

店長　　　「わ…わかった！わかったから、店の売上金ならどれだけでもやる！！だから、その人は放してやってくれ！俺にとってその人は大事な人なんだ！！」

妻　　　　「あなた…」

バイト２　「ああ…店長ステキ…」

店長　　　「どうも」

強盗１　　「おい！いいかげんにしろよ！」

　－　強盗包丁を突きつける

－　その時、騒ぎを聞きつけた警官二人がやってくる

警官１　　「そこまでだ！全員手を上げろ！」

－　もう一人の警官２が手を上げる

警官１　　「お前じゃねえよ！！」

－　警官２をたたく

　－　その時、警官２の携帯が鳴り響く

　－　警官２　勢いよく電話を取る

警官２　　「はい！青島です！！」

　－　電話では深刻な内容の会話が交わされている

警官２　　「（怒鳴りながら）あぁ…でも！！…しかしですね！！！室井さん！あんたはどうなんだ！あんたの言うことなら聞く…（沈黙）おいっ！！事件は会議室で起こってるんじゃない！現場で起こってるんだ！」

　－　警官２　携帯を強制的に切る

警官１　　「どうかしたのか！！」

警官２　　「はい！ただの間違い電話です！」

警官１　　（すかさず）「そうか！」（ナゼか納得）

　－　気を取り直し

警官１　　「強盗の現行犯で逮捕だ！」

強盗１　　「し、しまった！！どうしてここに！？」

警官２　　「当たり前だ！さっきから外でずっと見てたからな」

バイト１　「それなら早く助けにきてくださいよ！」

警官１　　「まあとにかく現行犯で全員逮捕だ！！武器をすてておとなしくしろ！」

強盗２　　「くそっ！」

強盗１　　「バカヤロー！こっちには、人質がいるんだ！武器を捨てるのはおまえらのほうだ！」

警官１　　「なに！」

警官２　　「人質なんて卑怯だぞ！！おまえら人間のクズだ！！！」

強盗１　　「俺らは強盗だ！卑怯もくそもあるか！」

強盗２　　「あるか」

強盗１　　「さあ！さっさとその銃を床に置きな！」

強盗２　　「な！」

警官１　　「くそ…」

警官２　　「しかたない…。」

　－　警官１、２　銃を床に置く

強盗１　　「よし！…おまえらそこから離れろ！」

　－　警官１、２　あとすざリして銃から離れる

　－　強盗１　強盗２に向かって

強盗１　　「おい、お前！銃を拾って来い！」

強盗２　　「へい！」

　－　強盗２　警官１・２が置いた銃を拾う
強盗２　　「銃を拾っちゃった。そういえば昔、ママが『物を拾ったらお巡りさんに届け

なさい』って言ってたからな…。」

－　強盗２　警官１・２を見て
強盗２　「あっお巡りさん、毎日ご苦労

様です。ここで銃を拾いました。あっ名乗るほどのものではございません。よろし

くお願いします。敬礼！」

　－　強盗２が警官１・２に銃を返す。

　－　あ～いいことしたな～という充実した顔で強盗１の所に戻る。

強盗２　　「兄貴、いいことすると気持ちいいっすね。ははははっ～」

強盗１　　「お前…、馬鹿か…。」（泣きそうに）

警官１、２　「手を上げろ！」

強盗１　　「…ふっ…振り出しに戻ったな…。」

　－　警官と強盗のやり取りの中、店長が隙を見て強盗１の武器をたたき落とし、

　　　妻と子供を助ける。

店長　　　「とりゃ！」

強盗１　　「しまった！」

警官１　　「いまだ！…動くな！観念しろ！」

　－　警官１，２　強盗に銃を突きつける

－　警官１　強盗１を逮捕する

警官１　　「コンビニ強盗の現行犯で逮捕だ！」

　－　警官１　強盗の手に手錠を掛け終わる

－　警官２　裸にエプロンの強盗２　と　裸にエプロンの店長　両方を見て

警官２　　「強制わいせつの現行犯で逮捕だ！！」

－　店長が連行されそうになる

店長　　　「いやいや！！私はここの店長なんですけど…ね…ねぇ～」

バイト１　「そ、そ…そうなんです。こう見えても…（バイト２に向かって）ねぇ～」

バイト２　「そう！タダの変態です！」

警官２　　「あ、そうなの失礼しました」

警官１　　「それではどうもご協力感謝します！」

警官２　　「こっちだ！こい！！」

－　強盗が警官に引っ張られていく

　－　警官２がコンビニ出口付近で立ち読み男を見て、

警官２　　「お前もついてくるか？うちでカツ丼食わせてやるぞ」

　－　立ち読み男も後についていく。

－　警官・強盗・立ち読み男が立ち去った後、妻、店長に駆け寄り

妻　　　　「あなた…ありがとう！！」

店長　　　「いや…なんだか、お前たちを助けようと夢中で…。」

妻　　　　「それに、さっき言ったこと『俺にとってその人は大事な人』…あれはホント？」

店長　　　「あ…ああそうだ！当たり前だろ！！

お前と『あきら』は、何よりも大事なんだ。」

妻　　　　「え…でも、仕事ばかりで、家に帰って来なくて、もうすっかり私やこの子の

　　　　　　事なんか忘れてしまったのかと…。」

店長　　　「バカヤロー！そんなこと、あるわけないじゃないか！！」

妻　　　　「あなた…！」

　－　妻　抱いている子供を　カップル女に預け、もう一度店長と向かい合う

－　店長　照明係りのいる方向を見て

店長　　　「すみませ～ん…お願いします！」

-----------------------会場暗転　２人にスポットライト-------------------------------------------------------------

　－　スポットライトが来たら

妻　　　　「あなたあぁぁぁ！！！」

店長　　　「おまえぇぇぇぇ！！！」

　－　妻　店長に抱きつく

　－　店内で拍手喝さい　バイト２　ハンカチで涙を拭う

　－　店長　しばらく抱き合ったあと、優しく妻を引き離し明るく満面の笑みで

店長　　　「さあ、家に帰って『あきら』の誕生会をしよう！」

妻　　　　「いや、それとコレとは話が別！」

　　　　　　　↓妻の「…別！」という台詞と同時に

----------------------スポット解除　ステージ全体に照明-----------------------------------------------------------

　－　妻　態度急変

妻　　　　「約束破った上に浮気まで…実家に帰ります！さようなら」

　－　妻　子供をつれて立ち去る。

　－　妻　出口付近で振り返り

妻　　　　「ヘンタイ！！」

　ー　妻が去った後沈黙…

-----------------------会場暗転　店長にスポットライト------------------------------------------------------------

　－　突然強盗２が現れ、店長に向かって

強盗２　　「元気出せよ！ヘンタイ」

　ー　強盗２　去っていく
　－　店長　しばらく呆然とした後
　ー　会場に向かって
店長　　　「……なんでえぇぇぇぇぇ～！！」
----------------------------------------　緞帳を降ろす----終劇--------------------------------------------
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